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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・患者様年始プログラムについて

　各病棟合同で新春映画鑑賞会を実施します｡

日時：H23　1/2（日）・3（月）
　　　　14:00～15:30（両日とも）

　場所：メンタルケア病棟4F　メモリアルホール

　各病棟にて誘導を行いますので、周知お願いします｡

・法人忘年会不参加届けについて

　勤務表が掲示されましたので、勤務により参加出来ない職員は12/10（金）までに提出するようにして下さい｡

・スタッフファイルが厚くなっています｡スタッフファイルは書類を保管する為の物ではなく、連絡手段の一つですので整理をして下さい｡12/31（金）までにお願いします｡以降、保管してある物に関しては、処分するそうです。

・患者様へ来年のカレンダーを配布したいと考えていますので、スタッフからの寄付をお願いします｡

・カンファレンス内勉強会について、12月分が実施されていません。早めに資料を提出し、12月中に実施するようにして下さい｡

・カルテのフローシートに不備がある方がいますので、確認をお願いします｡

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　茂子様～本日、松尾歯科受診しています｡薬の処方は無く、次回受診は　　　12/16（木）です。

＜皮膚科診察＞

・日向端　庸男様～タベジール（抗ヒスタミン剤）2T　2×朝・夕　7日分

　　　　　　　　12/10（金）夕～継続で臨時処方となっています。

・飯豊　信雄様～ケルガー錠（化学療法剤）1T　1×朝　7日分

　　　　　　　　12/10（金）朝～継続で臨時処方となっています。

・伊藤　五十二様～右足背の腫脹について、ベンチ腫の診断ありスピール膏での処置の指示あります。

＜安ヶ平Dr.診察状況＞

・大上　なみ様～両下腿から両膝にかけての痛みを訴えられ、ナパゲルン軟膏（鎮痛消炎剤）1本処方となっています。歩行状態の観察しましょう。

・田野端　忠夫様～12/7（火）肩痛訴え、頓服のヨウフェナック（解熱鎮痛消炎剤）服用している事を情報提供しています（残り4回分）。引き続き訴えの有無と部位の観察を行って行きましょう。

・板橋　雅勝様～12/11（土）13:00～12/12（日）17:00まで外泊希望あり許可となっています。BMI値が高い為（26.8）、体重を減らすようにと主治医からあり、応じられています。

・十日市　利喜様～昨日の血液検査の結果、低血糖（緊急値）であったことについて主治医から本人へ説明しています。間食で補う様にアドバイスを受けています｡低血糖症状や自覚症状なく経過していますが、引き続き状態観察していきましょう。

・伊藤　五十二様～右足背の腫脹について、皮膚科診察にてベンチ腫の診断ありスピール膏での処置の指示あった事を情報提供しています｡引き続き観察、指示の処置を行って行きましょう｡

＜地域復帰支援検討会＞
・小坂　君子様

○退院後の希望・不安について

　本人　…家庭内にスムーズに入っていきたい（家族の雰囲気に早く慣れたい）。

　　　　　食事は自分で作る。

　　　　　姉の手伝いをしていきたい。

　ご家族…薬の管理について

外泊中は家族に見せず、飲んだ後に服薬したことを家族へ報告している。

入院中はスタッフが確認しているが、退院してからしっかり服薬するか不安。

　　　　　　→訪問看護（1回/2週）でサポート（確認・相談・アドバイス）を行っていく事を伝えている。

→今までの服薬ボードを引き続き使用し、慣れているやり方で管理していく事をアドバイスしている。

デイケアを利用しない日の生活について

　　　　　デイケア利用（3回/週）だが、それ以外の日はどうやってすごしていくのか不安。また、適度な運動をして欲しい。

　　　　　→本人は家事（料理・洗濯等）や趣味（レース編み）等また姉の手伝いをしていきたいと話される。

→デイケアスタッフからは、デイケア利用時のプログラム内容（運動等も行っている事）について説明している。

　　　　　交通機関について

　　　　　今までのように、タクシーを頻繁に使うのではないか？路線バス利用時に急に調子を悪くしないか（身体的・精神的）不安。

　　　　　　　→本人は、路線バス利用の訓練も行って来ており実際に外出・泊の際も利用している為、不安はなくなってきていると話されている｡また家族とも携帯電話の購入を検討しているとの事で、調子が悪くなったらすぐに電話すると話している｡

　→スタッフから、病院等の電話番号を登録しておき調子が悪くなった際はすぐに連絡する様にアドバイスしている。

○スタッフから問題点の提示

　デイケア…退院直後の利用では、頑張りすぎて疲労をためてしまうのではないか？

　　　　　　→様子をみて声を掛ける。また主治医からは、初めのうちは早退などして様子をみながらの利用でも良いのではないかとアドバイスあり。

　

病棟　　…睡眠について、夜間目覚めてしまったあとに再び眠れるか？

　　　　　　→現在は、スタッフと話をしたあと再度休む事出来ている為、退院後も睡眠を確保出来る様にアドバイスしている。

　　　　　　

金銭管理について

　　　　　　→浪費や不明金なく、行えている。

　　　　　　

服薬について、基本的には服薬に関するミスはないが就床前薬で服薬後に居眠りし覚醒した際に寝ぼけて「飲んでいない」と勘違いし次の日の薬を持ってくる事があった。

　　　　　　→入院中はスタッフが確認する為、二重服薬に至る事はないが退院後、在宅生活をおくる上では、今後対策が必要。

　主治医　…「エコー」が入ってくるという病状がある事が重要。

　　　　　　→現在は聴こえていても、スタッフに相談する事で解決できており行動化はない。聴こえることが問題ではなく、それによる行動化が問題となる為、行動化しない様にアドバイスしている。また今まで相談する事で解決できていた為、退院後も訪問看護やデイケアスタッフへ相談していくよう促している｡

※退院したからといって、今まで（入院中）と大きく変える必要は無いこと。慣れている事を継続し取り組んで行くことを伝えている｡
































































